
人的資本・資源のマネジメントの基本は 

意欲を引き出す人事システムを確立することです。 
 
【確立の考え方】 
 ①モラール／コスト管理から競争力強化へ・・・ 

持続的競争優位性を支援するための仕組み（システム）とする 
 
 ②制度重視指向でなく仕組みを重視する・・・ 
           人的資本マネジメントの道見立て、或いは従業員の自律的な活動を支援する「ツール・

仕組み」として位置づける 

 

 

 
・ 信頼関係の確立 

・ 生産性の高い職場 

・ 風土の醸成 

 
・ 持てる力・自律性を引き出す 

・ 業績を向上させる 

・ 人的資本・資源を充実する 

 
人事体系を 

システムとして 

確立する 

《 従業員 》 《 経 営 》 

 
・従業員がどうすれば昇給できるか

がわかる 

 

・従業員がどうすれば昇進できるか

がわかる 

 
・何を評価するかを明示する 

 

・公正・公平な評価を行う 

 
・ 仕事ぶりを認めてもらいたい 

・ 仕事を通じての満足感を得たい 

・ 生活水準を高めたい 



〈人事システム〉 

人事システムの構成 
 
●人事システムは・・・ 

 雇用環境の変化が激しく、従業員の意識の多様化が進む中で、組織の活性化を図るためには、各要素が有機的

に体系づけられた以下のようなトータルな人事システムの確立を図ることが必要です。 

 
●システム導入の進め方 

 御社にフィットした人事システムを導入できます。 

 
 

Part 1 

Part 3 

Part 2 

Part 4 

・キャリア開発

システム 

 

・人材育成 

システム 

 
 
職群・役割

システム 

 
 
人事評価 

システム 

 
 
賃金システム 

 
・運用しやすい

システム 

 

 基準・規程・

フ ォ ー ム

（表）・各種

運用マニュ

アル・運用ツ

ール完備 

〈貴社の現状〉 

改善テーマ 

・自律的人材の効果的活用 

・賃金の決め方・上げ方 

・職位や役割の決め方・上げ方 

・評価の仕方・反映の仕方 

・キャリア開発の進め方 

・人の活用・育成問題 

・賃金問題 

・人事の評価問題 

・職位や昇格、昇進問題 

・従業員の意欲・風土問題 

阻 害 要 因 

システムの内容 

 
・システムの円

滑な導入と

効果的運用

のためのコ

ンサルティン

グ 

解決策 

 
・取り組み方が解らない 

・専任スタッフの不足 

・費用の問題 

対 象 範 囲 



PART２：人事評価制度 

 PART 1：職群・役割システム 
 

●システム構成 

 
 

 

 

 

●システム構成 

 

 

人事評価 

システム 

 

評 価 体 系 

 
評 価 運 用 

役割や期首に設定した目標或い 

は期首中に到達すべき成果水準 

への達成度合をみる 

                 

成果実績を上げるための行動、コン 

ピタンシーがどうであったかをみる 

                 評価結果の調整の仕方および 

昇給・賞与・昇格へ反映させる 

手続き 

                  

公正な評価を実施するための 

訓練のすすめ方 

役割実績評価 

行 動 実 績 評価・ 

コンピタンシー評価 

評 価 の 反 映 

評 価 訓 練 

                 

成果や行動の実績から役割の 

能力度合をみる 
役 割 評 価 

 

職群・役割

システム 

 

職 群 ・ 役 割 

体   系 

 
運    用 

会社が従業員に期待する役割を 

職群別、役割別に分類整理し 

た基準 

                 

各人の役割を処遇に結びつけるた 

めに設定された等級の基準 

                 各人の役割を役割基準・等級基 

                 準に照らして、遂行度合いや適正 

を判断する手続き 

                 要求役割の伸展に応じて一定の 

認定基準に基づき昇格（降格） 

させる手続き 

役 割 基 準 

等 級 基 準 

役割・等級判定 

昇  格  （降  格） 



PART３：賃金制度 
 

 

 

●システム構成 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賃金 

システム 

 

賃 金 体 系 

 
昇 給 運 用 

役割実績に対応する賃金項目。各 

人の役割・等級と人事評価に 

より決定する 

                 

                役割と等級に対応する賃金項目、

基礎的生計要素にも対応する賃

金項目。 

                  

昇格に伴う昇給など特定の者を 

対象とした昇給 

             ・ 競争優位性確保のための改定 

             ・ 会社賃金バランスのための改訂 

          ・   ・ 物価変動、賃金価値変動に対応 

する改訂 

役 割 実 績 給 

基 礎 給 

補 正 昇 給 

賃金表改訂 

                 特定の者を対象とした補完的な 

賃金項目。生計費の補填目的や

職務の特殊性等による。 
諸 手 当 

 
賃 金 表 改 善 

                  

会社業績・個人業績の期間対応 

の賃金項目 

                  

役割と等級の伸展に対応する 

昇給 

賞 与 

昇 ・ 降 給 



PART４：キャリア開発／人材育成システム 
 

 

 

●システム構成 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

キャリア開発の教育体系 キャリア開発教育体系 

キャリア 

開発／ 

人材育成 

システム 

 

キャリア開発体系 

 
人 材 育 成 体 系 

 

特に競争上、重要な職種のキャリ          

アルートの設定 

                  

階層別、職能別、目的別の 

off-JT体系 

キャリアルート 

off-JT体系 

 
人 材 育 成 教 育        ・ OJT教育 

・ off-JT体系による教育と評価 

                  

OJTのサポートの仕組み O J T 

 

キャリア開発教育            ・ キャリアステージ毎の教育 



賃金システム 

人事システムの全体運用図（一般職の例） 

 

 

       

 

 

 

 

 
（各個人に       （役割等級にふさわしい 
  ﾌﾞﾚｰｸﾀﾞｳﾝ） 

  

 

目標管理            

（上位等級のみ） 
 

 

 

 

  

   

  

 

 

基礎賞与           

    
人材育成システム 

業績賞与           

  

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

人事評価 
システム     

 

 
開発・育成  

＝ 

職群・役割システム 

目標･課題の設定） 

Off・ＪＴ 

 
Ｏ Ｊ Ｔ           

 

   
●役割実績評価 

 

●行動評価・コンピ

タンシー評価 

 

●役割評価 

（能力評価） 

  

 

役割実績給 

 

業務成果           

 

  
上位(下位)へ 

の昇格(降格) 

 

業務遂行           

 

   
昇格･昇進･ 

(降格)評価 

 

   
目標・課題 

業務設定           
 

基礎給 

  
本人の職群と 

役割等級の決定 

（格付） 

 

   
業務(職務)への 

ブレークダウン 
 

   
人材＝職務 

の要求水準 

 

経営計画               

   
職群・役割等級 

  （基準書）             
 

 
管理職任命 

 



標準導入スケジュール 

実施項目 １ヶ月 ２ヶ月 ３ヶ月 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 

 
１．御社人事諸システムの 

現状分析 

 

 

２．現状人事システムの分析結果

報告と改善方向の提示 

 

 

３．新人事システムの設計 

 

  （1）賃金システム 

 

  （2）職群・役割システム 

 

  （3）仮格付けの検討 

 

  （4）人事評価システム 

 

  （5）移行措置の検討 

 

 

４．新システムの報告 

 

 

５．導入に伴う運営能力の 

向上 

（1）システムの説明 

 

（2）人事評価訓練 

      

 

※ （1）導入スケジュールには、キャリア開発システム／人材育成システムの設計は含まれていません。 

     キャリア開発システム／人材育成システムの設計は別設計になります。 

 

   （2）導入の検討には、導入後の実施主体となる御社人事担当スタッフの参加（２名～５名）が必要とされます。 

 

   （3）要請により、スケジュールは短縮可能です。（期間：４ヶ月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


